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（５）研究成果の概要（公開） 
バクテリオファージ Mu は収縮性尾部を持つ Myoviridae に属

していて幅広い腸内細菌を宿主として感染する溶原性のファージで

ある。ネガティブ染色による電子顕微鏡写真からは、正二十面体の

頭部、収縮性の尾部、頭部と尾部をつなぐネック、尾部の先端の基盤

および尾繊維といった構造が確認できる（右図）。我々はこの Mu フ

ァージ形態形成機構、感染における宿主認識などを構造的に理解す

るために、Mu ファージのサブユニットやそれらの複合体の構造解

析を行ってきた。                  
Mu ファージは幅広い宿主細菌に感染するために、異なる宿主菌を認識できる２種類の尾繊維をもっ

ている。昨年度までに本拠点事業によって、２種類の尾繊維である gp49 と gp52 の結晶化と構造決定に成

功している。今年度それらの結果をまとめて、Mu ファージの尾繊維による宿主認識機構、尾繊維と宿主

の LPS との結合について議論した論文を発表した（Determination of the three-dimensional structure of 
bacteriophage Mu(-) tail fiber and its characterization., Y. Mori, 
et al., (2024) Virology）。これらの尾繊維は基盤を構成する gp43, 
gp46, gp47, gp48 などと結合していると考えられる。そこで、こ

れらのサブユニットを様々な条件で混合しクロマトグラフィー

で分離すると、電気泳動上で gp43, gp47, gp48, gp49 がすべて

確認できる画分を見出した（左図）。この画分にはこれらのサブ

ユニットの複合体が含まれると考えたので、現在はこの複合体の

構造解析を目標に大量調製の条件検討、結晶化条件の検討等を行

っている。 


